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法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
主
催
の
第
30
回
全
国
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
、
88
万
7

千
余
り
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、 

小
平
第
六
中
学
校 

林
は
や
し 

里り

咲さ

さ
ん 

の
作
品
が
法
務
事
務
次
官
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。 

林
さ
ん
の
作
品
を
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
し
た
。
ま
た
、
法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
入
賞
作
品
18
作
品
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に 

ご
注
意
を
！ 

2
月
に
入
り
、
ま
す
ま
す
寒
さ
が

厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
時
期

は
、
空
気
も
乾
燥
し
、
風
邪
や
感
染
症

に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
次
の
事

を
参
考
に
、
ご
家
庭
で
も
日
ご
ろ
の
健

康
管
理
に
つ
い
て
お
子
様
と
話
し
合
っ
て

く
だ
さ
い
。
も
う
少
し
続
く
寒
い
冬
を

元
気
に
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。 

 

外
か
ら
帰
っ
て
き
た
時
は
、
手
洗
い
・

う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

食
事
は
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
三

食
き
ち
ん
と
食
べ
ま
し
ょ
う
。 

 

早
寝
・
早
起
き
を
す
る
な
ど
、
生
活
の

リ
ズ
ム
を
整
え
ま
し
ょ
う
。 

 

家
の
中
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
、
適
度

な
湿
度
を
保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

室
内
の
空
気
を
時
々
入
れ
換
え
ま
し

ょ
う
。 

 

人
混
み
は
避
け
ま
し
ょ
う
。 

 

今
年
の
冬
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴

は
、
38

度
以
上
の
高
熱
が
出
て
、
頭

痛
、
関
節
痛
な
ど
全
身
の
激
し
い
症
状

が
突
然
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症

状
が
出
た
時
は
、
早
め
に
病
院
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
診
断

が
出
た
場
合
は
、
学
校
で
は
「
出
席
停

止
」
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。
医
師
か
ら
登

校
許
可
が
出
さ
れ
る
ま
で
ゆ
っ
く
り
休

養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。 

（
指
導
課
） 

第
30
回 

全
国
中
学
生 

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト 

法
務
事
務
次
官
賞
を
受
賞
！ 

こ
の
作
文
は
、
将
来
を
担
う
中
学
生

が
、
税
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
正
し
い
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国
税

庁
及
び
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が

毎
年
募
集
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

平
成

22

年
度
も
多
数
の
応
募
が
あ

り
、
そ
の
中
か
ら
、
下
記
の
と
お
り
入
選

者
が
決
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
22
年

12
月
7
日
（
火
）
に
、
小
平
市
健
康
セ
ン

タ
ー
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

「税についての作文」入選者 （敬称略） 

小平市長賞 大 坪  正 和 小 平 第 二 中 学 校 
小平市教育委員会賞 梶 原  雛 花小金井南中学校 
東京都主税局長賞 古 川  紗 千 小 平 第 三 中 学 校 
東村山税務署長賞 小 海  舞 小 平 第 三 中 学 校 
東京都立川都税事務所長賞 篠 崎  靖 子 小 平 第 四 中 学 校 
東京国税局管内納税貯蓄組合連合会優秀賞 木下 こころ 上 水 中 学 校 
多摩武蔵納税貯蓄組合連合会優秀賞 深 山  美 空 小 平 第 二 中 学 校 
 村 山  風 馬 小 平 第 五 中 学 校 
 立 野  秀 斗 小 平 第 六 中 学 校 
 力 武  瑞 穂 花小金井南中学校 
 八 木  雄 佑 花小金井南中学校 
東京税理士会東村山支部長賞 田 谷  航 小 平 第 三 中 学 校 
社団法人東村山青色申告会会長賞 小 倉  愛 実 小 平 第 一 中 学 校 
社団法人東村山法人会会長賞 髙須 さとみ 小 平 第 一 中 学 校 

◆
あ
た
た
か
い
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
◆ 

▽
小
平
市
上
下
水
道
工
事
店
会 

様 

10
万
円 

小
平
市
育

英
基
金
に
繰
り
入
れ
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▽
小
平
市
内
郵
便
局
（
17
局
） 

様 

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
公
式
試
合
球
レ
プ
リ
カ
（
18
個
） 

小
平
市
立
小
学
校
に

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▽
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
小
平
店 

様 

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
公

式
試
合
球
レ
プ
リ
カ
（
1
個
） 

小
平
市
立
小
学
校
に
て
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▽
匿
名
希
望
の
個
人 

様 

電
気
洗
濯
機 

小
平
第
四
中
学

校
に
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▽
匿
名
希
望
の
個
人 

様 

石
膏
像
（
ブ
ル
ー
タ
ス
胸
像
）
（
1

体
） 

中
央
公
民
館
に
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▽
㈱
日
立
自
動
車
教
習
所 

様 

3
万
円 

小
平
市
育
英
基

金
に
繰
り
入
れ
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▽
匿
名
希
望
の
個
人 

様 

100
万
円 

小
平
市
育
英
基
金
に

繰
り
入
れ
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▽
小
平
第
二
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ 

様 

一
輪
車
収
納
ス
タ
ン
ド

（
10
台
掛
） 

小
平
第
二
小
学
校
に
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

▽
小
平
市
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟 

様 

7
万
円 

小
平
市
育

英
基
金
に
繰
り
入
れ
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▽
匿
名
希
望
の
個
人 

様 

ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
（
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｈ
Ａ 

Ｗ
１
０
３
Ｂ
） 

小
平
第
五
中
学
校
に
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

※
平
成
22
年
7
月
か
ら
9
月
ま
で
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た

も
の
を
掲
載
し
ま
し
た
。 

地域の幼児から高齢者まで、幅広い年齢層で活動している 

『よさこい』やダンスの発表会です。ぜひご来場ください。 

◆と き 2 月 20 日（日） 午後 1 時 30 分～4 時 30 分（予定）  

※開場は午後 1 時 

◆ところ ルネこだいら 大ホール ※駐車場はありません。 

◆主 催 小平市教育委員会 

◆企画・運営 小平よさこいの会 

小平よさこい大学生実行委員会（Ｙ会） 

◆後 援 社会福祉法人 小平市社会福祉協議会 

小平市青少年対策地区委員会代表者協議会 

小平市立小学校長会 一般社団法人 小平青年会議所 

◆協 賛 小平商工会 

◇問合せ◇生涯学習推進課 電話 042（346）9834 

IN 2011 

◆出演◆ 

小平三小  小平四小  小平五小 
小平六小  小平七小  小平八小 
小平九小  小平十小  小平十一小 
小平十二小 小平十三小 小平十五小 
花小金井小   鈴木小   学園東小 
上宿小  小平南高校  創価高校 
錦 城 高 校      白 梅 学 園 大 学 
津 田 塾 大 学     東 京 学 芸 大 学 

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
が 

新
し
く
な
り
ま
す 

▽
対
象
施
設 

公
民
館
、
体
育
施
設
、
集
会

室
（
東
部
出
張
所
、
喜
平
図
書
館
、
上
宿

図
書
館
） 

▽
手
続
き
等 

予
約
シ
ス
テ
ム
が
新
し
く
な
る

こ
と
に
伴
う
特
別
な
手
続
き
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

▽
新
予
約
シ
ス
テ
ム
説
明
会 

2
月
に
各
施

設
で
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
施
設
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

▽
シ
ス
テ
ム
停
止
期
間 

新
シ
ス
テ
ム
へ
の
切
り

替
え
期
間
中
（
3
月
1
日
（
火
）
～
3
日

（
木
）
）
は
、
予
約
シ
ス
テ
ム
が
停
止
し
、
施

設
の
予
約
、
取
消
、
空
き
状
況
の
照
会
が

出
来
な
く
な
り
ま
す
。 

▽
新
予
約
シ
ス
テ
ム
利
用
開
始
日 

3
月
4

日
（金
）午
後
2
時
か
ら 

※
喜
平
図
書
館
、
上
宿
図
書
館
の
各
集
会
室

は
、
3
月
5
日
（
土
）
8
時
30
分
か
ら 

 

☆
公
民
館 

土
曜
子
ど
も
広
場 

「
友
・
遊
」（
ゆ
う
・
ゆ
う
）

に
行
っ
て
み
よ
う
☆

 

「
友
・
遊
」は
、
小
中
学
生
、
親
子
を
対
象
と
し

た
“
学
び
と
遊
び
の
場
”
で
す
。
一
緒
に
遊
ん
だ

り
、
教
え
て
く
れ
る
異
世
代
の
方
々
と
も
交
流

で
き
ま
す
。
毎
週
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

※
分
館
で
も
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。 

◇
問
合
せ
◇
中
央
公
民
館 

電
話
042
（
3
4
1
）
0
8
6
1

平
成
22
年
度 

中
学
生 

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」 

入
選
者
が
決
定
！ 



 

（3） 

   ご紹介 ～教育委員の 1 月の活動～  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2） 

 

 

みみななささんんもも、、「「人人をを思思いいややるる心心のの大大切切ささ」」やや  

「「命命のの重重ささ」」ななどど、、人人権権ににつついいてて  

考考ええててみみまませせんんかか？？  

差
別
の
な
い
社
会
に
（
パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー

カ
ー
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
） 

小
平
市
立
小
平
第
六
中
学
校 

三
年 

 

林 

里
咲 

私
は
小
学
六
年
生
の
時
か
ら
、
盲
導

犬
候
補
の
子
犬
を
育
て
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
い
ま
す
。
「
犬
を
飼
っ
て
み
た
い
。
」

と
言
う
私
に
、
両
親
が
「
せ
っ
か
く
犬
を

飼
う
の
な
ら
社
会
に
役
立
つ
こ
と
を
し
よ

う
。
」
と
提
案
し
た
か
ら
で
す
。
生
後
二
ヵ

月
の
子
犬
を
預
か
り
、
一
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
る
ま
で
世
話
を
す
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
役
目
で
す
。
初
め
て
訓
練
士
さ
ん

か
ら
子
犬
を
手
渡
さ
れ
た
時
は
不
安
で

ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
が
、
子
犬
は
す
ぐ
に

私
の
腕
の
中
で
眠
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
初

め
て
会
っ
た
私
の
こ
と
を
信
頼
し
て
、
安
心

し
き
っ
た
寝
顔
で
眠
っ
て
い
る
姿
は
本
当
に

可
愛
か
っ
た
で
す
。
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
の
子
犬

は
と
て
も
や
ん
ち
ゃ
で
、
私
の
家
に
や
っ
て

来
た
そ
の
日
か
ら
い
た
ず
ら
ば
か
り
し
て

い
ま
し
た
が
、
し
か
ら
れ
て
も
ク
ヨ
ク
ヨ
せ

ず
、
ど
ん
な
相
手
に
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に

近
づ
い
て
い
く
姿
か
ら
、
私
は
明
る
く
前

向
き
に
生
き
る
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

子
犬
た
ち
と
過
ご
し
た
日
々
は
私
に
と
っ

て
一
番
の
宝
物
で
す
。
そ
し
て
あ
っ
と
い
う

間
に
一
歳
の
誕
生
日
が
や
っ
て
来
ま
し

た
。
誕
生
日
が
悲
し
い
と
い
う
経
験
は
初

め
て
で
し
た
。
訓
練
所
へ
の
入
所
日
の
前
日

に
は
長
い
長
い
散
歩
を
し
て
最
後
の
お
別

れ
を
し
ま
し
た
。
「
今
ま
で
あ
り
が
と

う
。
」そ
う
言
っ
た
私
の
こ
と
を
不
思
議
そ 

う
に
見
て
い
た
子
犬
の
顔
が
今
も
目
に

焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。
別
れ
は
本
当
に

つ
ら
い
け
れ
ど
涙
を
見
せ
た
ら
子
犬
が

心
配
す
る
の
で
頑
張
っ
て
笑
顔
で
見
送

り
ま
し
た
。 

私
の
家
で
育
て
た
一
頭
目
の
子
犬

は
現
在
盲
導
犬
に
な
っ
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
今
年
四
月
に
巣
立
っ
て

い
っ
た
二
頭
目
の
子
犬
は
神
奈
川
県
に

あ
る
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
訓
練
中
で
す
。 

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
私
は

多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
ず
盲

導
犬
の
役
割
で
す
が
、
こ
れ
は
単
に
目

の
不
自
由
な
方
が
便
利
に
一
人
で
ど

こ
へ
で
も
行
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
視
覚
障
が
い
の

あ
る
方
に
と
っ
て
、
人
の
手
を
わ
ず
ら

わ
せ
る
の
は
と
て
も
つ
ら
い
こ
と
な
の

だ
そ
う
で
す
。
た
と
え
家
族
に
対
し
て

で
も
「
迷
惑
を
か
け
る
の
で
は
な
い

か
。
」
と
思
っ
て
我
慢
す
る
こ
と
が
多

く
、
「
私
な
ん
か
い
な
い
方
が
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
。
」
と
考
え
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
失
わ
れ
そ

う
に
な
っ
た
尊
厳
を
取
り
戻
す
手
助

け
を
す
る
の
が
盲
導
犬
の
役
目
な
の
で

す
。
犬
は
訓
練
を
共
に
す
る
パ
ー
ト
ナ

ー
の
こ
と
を
大
好
き
に
な
る
の
で
、

「
自
分
は
他
者
か
ら
こ
ん
な
に
も
大
好

き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
存
在
な
ん
だ
。
」

と
気
づ
い
て
自
信
を
取
り
戻
し
、
新
し

い
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
に
な
る
の

だ
そ
う
で
す
。 

ま
た
、
私
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
し

て
い
る
日
本
盲
導
犬
協
会
で
は
、
二
〇

〇
八
年
に
新
し
い
試
み
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
受
刑
者
が
盲
導
犬
候
補
の
子

犬
を
育
て
る
、
動
物
を
介
在
し
た
日

本
初
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
罪
を

犯
し
た
人
も
心
か
ら
反
省
し
て
き
ち

ん
と
罪
を
償
え
ば
、
社
会
は
差
別
す

る
こ
と
な
く
受
け
入
れ
る
べ
き
で
す
。

し
か
し
実
際
は
と
て
も
偏
見
が
多
く
、

元
受
刑
者
た
ち
は
「
ど
う
せ
自
分
は
だ

め
な
人
間
な
ん
だ
。
」
と
思
い
再
び
罪

を
犯
し
て
し
ま
う
悪
循
環
が
起
こ
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
悪
循
環
を
断
ち

切
り
、
受
刑
者
た
ち
が
ス
ム
ー
ズ
に
社

会
復
帰
を
果
た
せ
る
よ
う
支
援
す
る

の
が
「
あ
さ
ひ
盲
導
犬
パ
ピ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
す
。
受
刑
者
た
ち
は
約
十
ヵ

月
の
間
、
子
犬
た
ち
を
世
話
し
な
が
ら

一
緒
に
過
ご
し
「
役
に
立
つ
喜
び
、
達

成
す
る
喜
び
、
信
頼
さ
れ
る
喜
び
」
を

感
じ
る
こ
と
で
自
分
の
価
値
を
再
確

認
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。
今
年
一
月
に

第
一
期
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
修
了
し
た

受
刑
者
の
感
想
に
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。 

「
今
後
自
分
も
パ
ピ
ー
に
笑
わ
れ
な

い
よ
う
に
き
ち
ん
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
パ
ピ
ー
は
慈
し
む
こ
と
、
寛
容
の

心
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
」 

犬
は
決
し
て
差
別
を
し
ま
せ
ん
。
健

康
な
人
に
も
障
が
い
の
あ
る
人
に
も
、

お
金
持
ち
に
も
貧
し
い
人
に
も
、
権
力

の
あ
る
人
に
も
犯
罪
を
犯
し
た
人
に

も
全
く
同
じ
よ
う
に
接
し
て
く
れ
ま

2
月
の
教
育
委
員
会
定
例
会 

と 

き 

2
月
28
日
（月
） 

午
後
2
時
～ 

と
こ
ろ 

市
役
所
5
階
5

0

5
会
議
室 

ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
傍
聴
席
は
20
席
・
先
着
順
）。 

ま
た
、
会
議
録
は
市
役
所
1
階
市
政
資

料
コ
ー
ナ
ー
や
小
平
市
教
育
委
員
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

教
育
委
員
は
、
毎
月

第

4

金
曜
日
（
原
則
）

に
開
催
さ
れ
る
教
育
委

員
会
定
例
会
で
、
小
平

市
の
教
育
に
関
す
る
重

要
事
項
な
ど
に
つ
い
て
審

議
す
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
。 

 

そ
の
活
動
の
主
な
も
の

と
し
て
、
毎
月
（
4
月
、

8
月
、
3
月
を
除
く
）

の
学
校
訪
問
や
教
育
委

員
会
の
行
事
へ
の
参
加
が

あ
り
ま
す
。 

 

こ
こ
で
は
、
1
月
中
旬

ま
で
の
活
動
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。 

す
。
そ
ん
な
犬
た
ち
と
一
緒
に
過
ご

す
こ
と
で
、
自
信
を
な
く
し
た
人
た
ち

も
自
分
の
こ
と
を
か
け
が
え
の
な
い
大

切
な
存
在
で
あ
る
と
思
え
る
よ
う
に

な
る
の
で
す
。 

私
た
ち
人
間
も
、
差
別
の
な
い
社

会
を
つ
く
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
人
一
人
が

相
手
を
大
切
に
思
う
心
を
忘
れ
な
け

れ
ば
、
こ
の
社
会
は
も
っ
と
住
み
良
い

場
所
に
な
る
は
ず
で
す
。
私
は
こ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

発表者及び発表テーマと審査員からの 

コメント （敬称略・発表順） 
氏名 学校 発表テーマ コメント 

高 原  知 美 小 平 第 三 中 学 校 魔法の言葉 
ありがとうは気持ちを伝える奥深い言葉と改

めて感じさせられました。 

岡 本  有 生 小 平 第 四 中 学 校 輝く方法 
人の話を受け止め自分が努力をすれば成

長すると教えてくれました。 

川 上  良 美 小 平 第 五 中 学 校 
生命（いのち）が輝く世紀

（あした）のために 

自他の命を大切にするのは小さな命をも大

切にする心と伝わりました。 

栗 本  麻 由 小 平 第 六 中 学 校 スタートライン 
夢の実現のためにあきらめないことが大切

だとよく伝わりました。 

山 口  優 子 上 水 中 学 校 命の大切さ 
当たり前のことに幸せを感じ前向きに生き

ていく姿が素敵です。 

茅野 和佳奈 花 小 金 井 南 中 学 校 歌の力 
人に元気や勇気をくれる歌の力の素晴らし

さがよく伝わりました。 

山 田  大 樹 小 平 第 一 中 学 校 読むこと 
読むことが人生を豊かにしてくれるという思

いが伝わりました。 

小 島  未 歩 小 平 第 二 中 学 校 家族について思うこと 
弟の存在をとおして家族愛を深めていく姿

に感動しました。 

※発表内容をまとめた文集を 3 月頃発行します。配付先の小中学校のほか、教育委員会ホームページでご覧い

ただけます。また、市役所 1 階市政資料コーナーで販売します。 

11 月月 1111 日日（（火火））  
第第 2288 回回  小小平平市市中中学学校校  生生徒徒意意見見発発表表会会  

代表生徒 8 人が自由テーマで意見を発

表しました。（発表者及び発表テーマは下表

のとおり。） 

ルネこだいらの大ホールという大舞台

で、率直な意見を、堂々と発表する中学生

の姿に胸を打たれました。 

伊藤委員長から発表者に、賞状と記念

品が手渡されました。 

11 月月 1100 日日（（月月））  成成人人式式  

今回初の試みとなる『新成人自身による企画・運営』

形式で行われ、小平青少年吹奏楽団と新成人のセッ

ションや抽選会、インターネット中継（ユーストリーム）な

ど盛りだくさんの内容でした。 

今年成人された方々と、来年以降の小平市の成人

式がどのように“進化”していくのか、とても楽しみで

す。 

11 月月 99 日日（（日日））  第第 3311 回回新新春春歩歩けけ歩歩けけののつつどどいい  

市役所から狭山・境緑道を中心とした約 8km のコ

ースを、参加者のみなさんと一緒に歩きました。 

お天気にも恵まれ、昨年より微増の 416 人が参加

しました。 

健康と希望にあふれた年であるよう願うとともに、新

年の幕開けを祝いながら歩みを進めるこの『つどい』

に、来年も多くの方の参加をお待ちしています！ 

11 月月 1188 日日（（火火））  学学校校訪訪問問  

今月は小平六小、十二小、

上宿小の3校を訪問しました。

毎月 3 校、年間で市立小中学

校の全 27 校を訪問します。 

児童・生徒の授業はもちろ

ん、施設の状況なども視察し

ます。また、児童・生徒と同じ

給食をいただきます※。 

なお、学校訪問後には、市

内の社会教育施設や福祉施

設、幼稚園・保育園などを訪

問し、幅広い分野との連携に

努めています。 
※費用は自己負担  

 

発表者に賞状が授与されます 

 
市役所を出発！ 

実行委員のみなさん お疲れさまでした 


